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10月20日（水）ゲスト卓話12:30～臨時総会

10月27日（水）職場訪問12:30～十勝ｵｰﾊﾞﾙ

11 月 3 日（水）祝日休会日

11月10日（水）会員卓話
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ゲスト紹介

皆さん、こんばんは。本日は、１８回目の創立記念例会

という事で、毎年、音更町長にゲストとしてお出でいただ

いております。 大変ご公務のお忙しい中、当ロータリー

の創立記念例会にお越しいただき本当にありがとうござい

ます。例年の慣例になっておりますが、創立記念日には音

更町に図書費の寄付をさせていただいております。１０万

円と金額的には少額ではありますが、続ける事に意義があ

ると思っております。 この頃、子供たちの活字離れが進

んでいる様ですが、子供たちが図書館をもっと利用し、学

校教育の中でも、社会教育の中でも、子供たちが少しでも

活字に親しむ機会を増やしていただきたいと思います。

次週２０日のゲスト卓話は筆跡鑑定の方をお迎

えします。 その後、臨時総会を開催します。

谷口会長

野村幹事
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改めまして皆さんこんばんは。音更ロータリークラブの創立

１８周年、本当におめでとうございます。 また、常日頃から

谷口会長をはじめ音更ロータリーの会員の皆様には音更町の町

づくりに大変ご尽力を賜り、衷心より厚くお礼申しあげます。

明後日、音更町は開町１１０年を迎えます。音更町は４万5千６

百余人の人口を抱えておりますが、こうして発展をしてきた基

礎となったのはやはり明治の初めに音更町に本州から渡ってき

た開拓者の皆さんの筆舌に尽くしがたいそのご尽力の賜だろう

と思っておりますし、何よりもその苦しい中でも人を育ててき

たという事が今につながっていると思います。 今、会長から

図書費として、ご浄財の寄贈を受けました。 音更町の図書費

は今、１０００万円であります。一昨年から２００万円増額さ

せていただいております。 また、学校図書につきましてもふ

るさと納税があった金額について、各地で活躍されている方の

地域に対する思いは、子供の時に音更で教育を受けたという思

いがあってふるさと納税という形をとっていただいていると理

解させていただいて、全て学校図書にまわさせていただいてお

ります。 私達はこれから１１０年から１２０年、２００年に

向かってしっかりと人を育てていかなければならないと思いま

すし、今いる子供たちに１１０年の音更の歴史と伝統をしっか

りと教え、そして引き継いでいかなければなりません。 これ

からも人づくりについてしっかりと進めていきたいと思ってお

ります。 私の好きな言葉を一つだけ「過去は現在に継承し、

現在は未来を孕んでいる」という言葉がございます。 今、私

達は未来に向かって新しい生命をしっかり育てていく必要があ

ります。 これからも皆様のご支援とご協力を賜りますようお

願い申しあげまして、ごあいさつとさせていただきます。 本

日はどうもありがとうございます。


